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龍の如く猛々しく、 

新しいことに挑戦 
                 

 

医療法人まえば小児科クリニック 

                              岩本 晋一 

（山口県作業療法士連盟 会長） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年の干支は甲辰（きのえたつ）の年ですがご存じですか？甲辰って

何？という説明は省きますが、「成功という芽が成長していき、姿を整え

ていく」と言われています。要は、「これまでの努力が実り夢が叶いやす

い」という意味です。過去には、アジア初となる東京オリンピックの開

催、世界初の高速鉄道「東海道新幹線」が開業、青函トンネル、東京ドー

ム、瀬戸大橋など大型建造物の竣工、都営地下鉄大江戸線の全線開通、BS

デジタル放送の開始、2000円札の発行、東京スカイツリーの開業、京都大

学の山中伸弥名誉所長・教授が iPS 細胞を発見しノーベル生理学・医学賞

を受賞等々努力が実を結んだ出来事がありました。 

経済においても辰年は強気相場となり株価も上がっています。2024年度

の税制改正の大綱では、「賃金上昇が物価高に追いついていない国民の負

担を緩和し、物価上昇を十分に超える持続的な賃上げが行われる経済の実

現を目指す観点から、所得税・個人住民税の定額減税の実施や、賃上げ促

進税制の強化等を行う。」を掲げ、労働者にとってありがたい言葉が並ん

でいます。 

また、6 年に 1 度の医療・介護・障害福祉のトリプル改定では、「ポス

ト 2025」を掲げ、高齢者がピークになる 2025 年問題を見据えた改定とな

り、医療の現場においても働き方改革や、サービス提供の質の向上を求め

られるものとなっています。これは、適切に運営していた介護、障害福祉

の事業所にとっては競争を勝ち抜けるきっかけとなる改正であり、甲辰は

経済、税、報酬改定にとって好調な状況が見えてきます。 

ただし、自分たちが何も行動しない場合には好調などは起こりえませ

ん。「龍の如く猛々しく、新しいことに挑戦する年」として、日々の努力

や研鑽を重ねていき自分自身を成長させていきましょう。山口県作業療法

士連盟も山口県作業療法士会と共に「作業療法士の未来は作業療法士がつ

くる」を合言葉に、日々努力をしていますので、協会、県士会の入会と共

に連盟への入会もよろしくお願いします。 
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1. 会 期：2024 年 4 月 27 日～28 日 

2. 会 長：蓬莱谷耕士（関西医科大学 リハビリテーション学部） 

3. 会 場：奈良コンベンションセンター 

4. 内 容： 

特別講演手外科領域における私たちの取り組み  

多田 薫 先生（金沢大学 医薬保健学域保険学類作業療法学専攻） 

海外招待講演 Is the Biomechanics in your toolbox?  

Kai-Nan An 先生（Mayo Clinic） 

 

5. 教育講演Ⅰ 未来を形づくる：ニューロ・ハンドセラピィの挑戦 

兒玉 隆之 先生（京都橘大学 健康科学部理学療法学科） 

 

6. 教育講演Ⅱ 私が大学院で学んだこと−臨床疑問を基礎研究で追求する− 

井部 光滋 先生（札幌徳洲会病院 整形外科外傷センター） 

 

7. シンポジウムⅠ 知と技の融合 

塩田 紀之 先生（新潟手の外科研究所病院 作業療法科）  

吉村  学 先生（川崎医療福祉大学 リハビリテーション学部作業療法学科） 

古田 裕之 先生（飯田市立病院 リハビリテーション科） 

稲垣 慶之 先生（名古屋掖済会病院 リハビリテーション部） 

 

8. シンポジウムⅡ 手と生活を紡ぐ～視点の多様性 

竹林  崇 先生（大阪公立大学 医学部リハビリテーション学科） 

飯塚 照史 先生（奈良学園大学 保健医療学部リハビリテーション学科） 
 

9. 実践セミナー 実践知を高める 

Ⅰ.深指屈筋の機能解剖と臨床応用 小田桐 正博 先生（新潟手の外科研究所病院） 

Ⅱ.拘縮に対するハンドセラピィ 吉村 加織 先生（八尾市立病院 リハビリテーション科） 

Ⅲ.橈骨遠位端骨折における画像所見と運動の考え方  油井 栄樹 先生（愛野記念病院 手外科セ

ンター） 

Ⅳ.手関節尺側部痛の評価と対処方法  椙田 芳徳 先生（山口県済生会下関総合病院 リハビリテ

ーション科） 

Ⅴ.根拠に基づいたスプリントの導入 成田 大地 先生（相模原協同病院 リハビリテーション室） 

Ⅵ.整形外科医・手外科医との連携の構築に向けて  内屋 純 先生（岐阜県総合医療センター 中

央リハビリテーション部） 

 

 
 
 

 

 

研修会案内 

他団体主催の研修会案内 

第 36 回日本ハンドセラピィ学会学術集会 
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平素より当研究会にご支援頂きまして誠にありがとうございます． 

第 10 回 維新リハビリテーション研究会を下記の通り実施致します．要項をご一読のうえ，下記 QR コ

ードより参加案内希望のご登録をお願い致します．ご登録頂きましたアドレスに当日の案内をお送り

いたします．前回までの募集にてご連絡を頂いた先生は，ご登録は不要です． 

 

 

1. 日 時：2024 年 5 月 15 日（水） 18:30 から 20:00 

 

2. 開催形式：Web（ZOOM） 

 

3. 参 加 費：無料  

 

4. 生涯教育：日本作業療法士会 基礎ポイント 1 ポイント 

 

5. 内 容：脳神経外科 各論：高次脳機能障害学～総論～ 

整形外科     各論：手指の解剖  

 

6. 講 師 ：森脇 善幸：みなくるはうす下松 

認定作業療法士 

椙田 芳徳：済生会下関総合病院 

認定作業療法士，認定ハンドセラピスト，骨粗鬆症マネージャー 

 

7. 注意点 

１．参加証明書配布のためインターネット環境下の PC で参加をお願いします． 

２．１名につき１つのアドレスでご登録下さい．  

３．病院，施設などのアドレスは避け，個人のメールアドレスをご登録ください． 

４．複数人での視聴は可能ですが，ポイントはご登録のアドレスの方のみとなります． 

５．講義中に提示したスライドなどの資料配布はありません. 

 

8. 問い合せ先 

  維新リハビリテーション研究会 森脇 善幸（もりわき よしゆき） 

  メールアドレス：ishin.rehabili@gmail.com 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 10 回 維新リハビリテーション研究会  

開催のお知らせ 

 

mailto:ishin.rehabili@gmail.com
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScuZOXvFgmhlLLmzs9ek5ynjrD3IFmKkrSIrdt8od-4A7mixw/viewform
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2 月 14 日に維新大晃アリーナで開催された、『2024 県内進学・仕事魅力発信フェア in やまぐち』

に昨年に続き、参加してきました。 

このイベントは県内の高校 1年生を対象に県内の大学や専門学校、仕事、企業の魅力を伝え、将来の

進路について考え、進学や適職を発見するという目的で開催されています。 

今回は当士会のブースに、34 名の高校生が来られ、作業療法士について興味を持ち、話を聞いてく

れました。 

 ブースに来てくれた高校生の中には、「作業療法士になりたいと思っています」と言ってくれる方

もいました。質問に対して丁寧に答え、体験談を踏まえながら作業療法士のやりがい、魅力をお伝え

してきました。 

 アンケートの結果、34 名中 29 名の高校生が作業療法士の話しを聞いて興味を持ったと回答してくれ

ました。この中から作業療法士を目指す高校生が出てくることを願うばかりです。 

イベントの様子が見たいという方は是非、県士会の Instagram を見てみてください。いいね！フォ

ローもお待ちしております。（QR コードは最終ページにあります） 

また、イベントをお手伝いしてくれるスタッフも大募集中です！一緒に作業療法士の魅力をお伝え

していきましょう！！ 

 

報告者：広報部 上岡 純（山口リハビリテーション病院） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

部局・委員会より 

 

『2024県内進学・仕事魅力発信フェア inやまぐちの報告』 
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山口県作業療法士会設立４０周年記念誌が完成いた

しました。会員の皆様には CD-R で「データ版」という

形で今月号のそれっちゃやまぐちに同封しています。

ＣＤ-R のインデックスカードに QR コードを載せてい

るので、スマートフォンで読み取っていただくと、県士

会 HP からも確認できるようになっています。 

関係団体からのお祝いの言葉や、山口県士会のこれ

までのあゆみ、県士会皆様からお預かりしたメッセー

ジカード集なども入っています。 

※ QR コードからの記念誌閲覧に関しては、２０２４年度の山口県作業療法士会の総会後に会員カードと

一緒に閲覧用パスワードを配布いたします。スマートフォンからの閲覧は今しばらくお待ちください。 
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第 34回山口県作業療法学会の機関誌につきましては、山口県作業療法士会のホームページにある学

会誌より閲覧できる予定です。閲覧する上でパスワードが必要となり、5月以降に配布される会員証

（県士会費納入後）に 1年間有効なパスワードを記載しています。そのため、3月中に配信を予定して

いましたが、5月以降の会員証配布後より閲覧が可能となる予定です。何度も予定を変更してしまい申

し訳ございません。また、紙媒体の機関誌の発送につきましては、「それっちゃやまぐち」4月号に同

封し各施設へ発送します。機関誌の個人希望者（施設希望）も同様に同封しています。ご迷惑をおか

けしますが、よろしくお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【機関誌発行委員会からのお知らせ】 

1.下記 HP より   の学会誌に入り 

2.パスワードを入力 

https://y-ot.jp/members/journal/
mailto:yotkikannsi@gmail.com


一般社団法人 山口県作業療法士会 会報 No.339     R6.4.4 発行 

8 

 

一般社団法人山口県作業療法士会  

R5 年度第 6 回理事会議事録 

議長：木下  書記：岡藤  

日 時 2024/03/02（土）13：30～16：10 （場所）：維新公園第 1 会議室 

       

出席者 理事： 木下・中村・高山・幸田・木原・赤木・鈴木・石原・信久・岩本・大田  

    【Zoom】岡藤・豊田 

監事：【Zoom】小林  

委員：田村  【Zoom】岡 

出席理事：13 名 

事務局 田中・上田・西野  

事務員 児玉・岡崎  

 
文書・委員推薦依頼等報告 
（R6/1/20～R6/2/26 まで） 
【県・市町より】 
 各市町 
山口市：R６年度山口市リハビリ専門職相談派遣事
業実施業務の委託契約 
周南市：R５年度第６回あ・うんネット周南多職種連携
研修会 →中村氏 

 
【その他】 
・山口コ・メディカル学院：R5年度講師派遣→上田 
OT 
・山口コ・メディカル学院：卒業証書授与式ご案内 
（3/9 岩本氏出席） 
・YIC リハビリテーション大学校：卒業式の案内（3/8木 
下氏出席） 

 
＜各部からの報告・審議事項等＞ 
【事務局】 
 会員動向確認 2/26 現在会員数 1008 名（前回比-

2 名） 
新入会者 なし 
退会 ４名 

 謝金規定について：当会の規定は一旦現行通りで
継続. 
次年度，アンケート実施や検討を行っていく. 

 R6年度総会日決定：5/19（日）  場所：山口県健康
づくりセンター 

 組織図変更について検討，調整を実施． 
□災害対策室 
 石川県へ義援金は調整中. 

JRAT研修会.3 月後半から 4 月中旬で検討. 
□選挙管理委員会 
 R6年度理事選挙の実施あり.理事数を13～20名. 
投票日 5/19  公示 3/20  候補者締切日 4/9  
定款の期日に沿って実施予定． 

 公示文は 3 月初旬に，県士会ニュース等同封し
郵送する. 

 
【財務部】 
・ 収支決算，次年度予算案について提案され理事
会で承認された． 

 
【事業部】 
□自動車運転対策委員会 
 2/22 に委員会を実施し，今年度事業を終了した. 
 再来年度以降に，弁護士を講師に研修会企画
を検討. 

 
□一般公開講座実行委員会 
 2/28 に次年度について会議を実施. 

 
【学術部】 
・ 2/29 分野別・地区別で説明会・報告会を実施し
た. 
□学会実行委員会 （R5：萩長門地区担当，R6:周
南地区担当）         
 3 月中に実行委委員会での会議を開催予定. 
□県学会在り方検討委員会 
 将来的に，論文を査読する方向で運用方法等を
検討する. 

 
【広報部】 
・ 会員が HP 上で会報や記念誌が閲覧できるよう調
整している. 

・ レノファ山口法人サポーター契約を継続 
・ 進学フェア終了（大田氏，奴田原氏，上岡氏，笹
川氏） 
□啓発活動委員会 
 ポストイット増刷済み 
 全体会議終了（2/21） 

 

【福利部】 

・ 保険の変更手続きを実施した. 
・ 補助的な保険に変更している. 
 
【特設委員会】 
□中国地区合同研修会運営委員会  
 次年度は広島県開催予定. 
□40 周年記念事業準備委員会 
 関係各位へお礼状送付済 
 記念誌校正中 
 3 月中に関係団体・他士会等の納品予定 関係
各所へ郵送予定 
3/5 WEB 会議 最終 

 県内会員施設へ記念誌 CD 3 月下旬に納品予
定  

 4 月県士会ニュースに同封して会員所属機関へ 
※40 周年記念事業について全国学会での発表
を検討→理事より承認 

 
【その他】 
次回開催予定：R6年度第 1回理事会 5/19(日)  場
所：山口県健康づくりセンター
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暖かい日が続いていると思ったら、急に寒くなる日もありますね、、、雪の降る中、今年度、最後

の理事会が開催されました。では、りじうらを始めさせていただきます。 

まず、来年度の定期総会が 5 月 19 日、山口県健康づくりセンターにて開催されます。県士会の活動

などを具体的に知ることのできる機会となりますので、皆様、ご参加よろしくお願いいたします。 

2 点目は、県学会での発表についてです。理事会でもエントリーの基準や方法が検討されています。

今後、詳しい案内があると思いますので、発表を検討されている方はご確認よろしくお願いいたしま

す。 

3 点目は、組織図についてです。時代の変化、県士会としての活動も拡大中です。その中で検討が進

められていますのでご確認ください。また、県士会の活動にもぜひ興味がありましたら是非お声かけ

くださいね。 

来年度に向けて忙しい日が続いていると思いますが（この文章を読まれているときは新年度だと思

います、、、）体調を崩さないようにしてくださいね。では、次回のりじうらでお会いしましょう。 

 

 

 
 
 
 
 

事務局よりおしらせ 《要回答》 施設代表者の方へ 
 

 

それっちゃやまぐち 施設送付について アンケートのご案内 

 

 

今年度９月より、会報誌それっちゃやまぐちは、デジタル版を主体とした形式に変更となっており、

紙媒体のものは施設に 1 部送付しております。 

ホームページより各自でそれっちゃを閲覧できるようになり便利になったこともあり、施設には送

付の必要はないなどの意見もきかれるようになって参りました。 

そのため、施設への送付の希望をうかがい、希望される施設のみ１部の送付をすることとなりまし

た。 

 

下記 URL、QR コードより、必要・不要のご回答よろしくお願いいたします。 

5 月号より希望施設に 1 部送付といたします。 

 

施設の代表者となられておられる先生方におかれましては、いつも、ご対応ありがとうございます。 

時代の変化に対応するべく、県士会のありかたも少しずつ改良をしている最中でございます。お手数

をおかけいたしますが、会員に周知いただいて、ご回答の程よろしくお願いいたします。 

 

※回答締切日：R6 年 4 月 30 日 (締切りを変更しました)  

URL：https://forms.gle/zR76CweLm6sGNRkRA 

QR コード： 

 

 
 
 
 
 
 
 

事務局より 

https://forms.gle/zR76CweLm6sGNRkRA
https://forms.gle/zR76CweLm6sGNRkRA
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（R6.2.10～R6.2.7） 

＜他県士会ニュース＞ 

・兵庫県作 ニュース№77 

・秋田県作 ニュース vol40№4 

・長野県作 広報誌№8 

・香川県作 ニュース№87 

・長野県作 会報 №231 

・鳥取県作 ニュース№122 

・広島県作 会報№252 

・新潟県作 ニュース№24 

＜冊子・パンフ等＞ 

・認知症の人と家族の会 ぽ～れぽ～れ№522、№

523 山口県支部版第 91号 92号 

・大分県作業療法士会 創立 40周年記念誌「標」 

・大分県作業療法士連盟 創立 10周年記念誌「轍」 

 

 

 

 

＜新規施設＞ 

（下関地区） 

医療法人 天秋会 野村病院 

〒750-6604 山口県下関市横野 1038-1 

TEL:038-258-2737  

 

リハビリ型デイサービス咲くろーど 

〒751-0876 山口県下関市秋根北町 5丁目 7A-102 

TEL:083-242-1607  

 

（宇部地区） 

デイサービスよりそい 

〒756-0817 山口県山陽小野田市小野田 3851-11 

TEL:0836-43-7110  

 

（山口地区） 

山口県看護協会 訪問看護ステーション ほうふ 

〒747-0062 山口県防府市大字右田 2686 番地 

TEL:0835-24-3538 FAX:0835-24-3581 

 

＜不在籍施設＞ 

（山口地区） 

デイサービスＬａｐｉ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和 6 年度年会費の振込をお願いします。 

コンビニで振込み可能！！ 
3 月下旬に正会員の方へ令和 6 年度の会費振込

用紙をお届けします。各コンビニから振込みが

できる振込用紙となっております。(郵便局では

使用できません。) 

8,100 円の額面となっておりますが、年会費

8,000 円にコンビニの振込手数料 100 円を含めて

の 8,100円です。また、令和 5年度会費未納の方

には合算して請求させていただいています。 

４月末までに R5 年度の会費の納入が無い方は、

会員資格喪失となります。 

 

4 月末までに納付していただいた方には 5 月末

に会員証を送付いたします。 

本年度より、遅れて納付した方の会員証は３

カ月単位で締めて送付しますので、お手元に届

くのが非常に遅くなります。 

4月末日までの納付をお願いします。 

今年から、振込用紙は 6月末までしか利用でき

ません。 

 

3 月 10 日時点のデータを元に発送します。お

手元に振込用紙が届かない場合は事務局までご

連絡ください。4 月 21 日までにお申し出の方の

み再度コンビニ用の振込用紙を送付いたします。 

事務局からの連絡が滞りますので、異動の際は

早急に異動届を提出してください。 

なお、今まで通り郵便局からの振込も可能で

す。郵便局からお振込みの場合はお手数ですが、

郵便局にある振込用紙に会員氏名・ＯＴ協会会

員番号を記入の上、下記口座にお振込みくださ

い。振込金額は 8000円です。 

 

 

 

 

 

 

＊郵便局より間違えて 8100 円の納付をされる方

がおられます。年会費は 8000 円ですので、ご

注意ください。 

 

お願い 

・払込受領証を必ず保管しておいてください。 

・異動届は必ずご提出ください。(ホームページ

より手続き可能です) 

お問い合わせ先：山口県作業療法士会事務局 

TEL：083-920-0171 

着文書 財務より 

郵便局  

記号番号：01590-5-11556  

加入者名：山口県作業療法士会 

 ゆうちょ銀行 一五九店 当座預金 0011556 

施設情報 
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４月になり、少しずつ暖かくなってきていますが、これからますます暑くなる季節。今月中旬頃か

らは夏野菜の苗が出始めていきます。山口県で有名な野菜とは・・・皆さん何を思い浮かべますか？ 

垢田トマト、萩たまげなす、岩国レンコン・・・などなど沢山ありますが、今回は山口産まれの野菜

「はなっこりー」を紹介したいと思います。 

 

【はなっこりーとは】 

中国では馴染みの深い野菜・サイシンとブロッコリーを合わせて作られた、山口県生まれの野菜・

はなっこりー。栽培の負担が比較的少なく、品薄になりがちな冬期の緑黄色野菜として県内はもちろ

ん、県外にも広がりつつあります。菜の花のような上品な見た目、クセがなく甘みのある味、さらに

花から茎まで全て食べられる、いいとこづくしな野菜です。クセがないので様々な調理方法で楽しむ

ことができます。 

 

【栄養素】 

はなっこりーの親であるブロッコリーとサイシンは、ビタミン類やカルシウムなど栄養価の高い野

菜です。はなっこりーも基本的に同じ栄養素を含んでいます。特にビタミン C は、元々数値の高いブ

ロッコリーよりもさらに多く含んでいると言われています。内的・外的ストレスの緩和を手伝い、ま

たコラーゲンの生成にもつながります。ビタミン B2 は皮膚や粘膜の機能を維持するのに必要な栄養素

です。そのほか、腸内環境を整える手助けになる食物繊維などを含み、捨てるところがないので栄養

も丸々いただくことができます。 

 

【栽培状況】 

はなっこりーは元々、「お年寄りや女性でも簡単に作れる、軽くて収穫が楽な野菜」を目指して開

発されました。発祥地であり県内最大生産地域である山口市名田島を中心に、多くの女性がはなっこ

りー栽培に関わっています。山口県では栽培マニュアルを作成し、新たな担い手の確保とともに、栽

培環境の整備・改善に積極的に取り組んでいます。収穫時期が長く、収穫量も安定しているはなっこ

りーは、沿岸部から中山間地域まで、全県各地で栽培が広がりつつあります。また、緑野菜が少なく

なる冬期の労力活用品目としても注目されています。 

 

【調理方法】 

はなっこりーはほんのり甘みがあり、クセのない味が特徴です。また、葉や花から茎まで、全て食

べられるので下処理もなく、ゴミも出ません。さっと塩茹でしてサラダにしても美味しく、また油炒

めや天ぷら、シチューなどにも幅広く使えます。コロッケの中に混ぜ込んだり、潰してソースにする

のもオススメ。はなっこりーは生まれてから間もない野菜なので、まだまだ新しいメニューが考案さ

れています。 

 

♪はなっこりーを食べちゃろ～♪とテーマソング「はなっこりーの歌」もあります。是非聞いてみ

て、皆さんもこの春食べてみてはいかがでしょうか？ 
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https://www.yic.ac.jp/rh/
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【編集後記】 
  

長女が来年度、年長さんに進級します。 

そう！いよいよ始まります！！『ラン活』が！ 

自分が小学生の時には赤・黒しかなかったのに、値段もお手頃だっ

たのに・・・ 

時代の流れは恐ろしいと感じる今日この頃です。 

文責：吉長 

 

 

 

 

 

月１回発行   

□ 発行：山口県作業療法士会 ニュース編集委員会  

□ 編集担当：石丸 拓也 (専門学校 YICリハビリテーション大学校) 

       山本 隆次 (医療法人 愛の会 光風園病院) 

吉長 卓真（医療法人社団 宇部興産中央病院） 

鍵本 州英（介護老人保健施設 寿光園） 

石部 春奈（リハビリデイサービスプラスワン） 

□ 印刷所： 社会福祉法人山口県コロニー協会経営 ワークショップ・山口 コロニー印刷 

 

 

 

 

 

 

 

 

記事の掲載依頼について 

≪一般社団法人 山口県作業療法士会 事務局≫ 

〒753‐0851 山口県山口市黒川 2572‐1 メゾン西京 103   

事務 児玉・岡﨑(Tel/Fax：083-920-0171 Mail：ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com ) 

Web：http://www.y-ot.jp/ 

山口県作業療法士会 

LINE 公式アカウント 
山口県作業療法士会 

公式 Instagram 

☆ 原稿締め切り日は定例で毎月第 2日曜日としております。（変更の場合あり） 

次回 5月号（No.340）は令和 6年 4月 14日が締め切りで、発行日は令和 6年 5月 4日頃です。

記事掲載希望の方は下記 E-MAILアドレスへ送ってください。 

E-mail：yot_news@hotmail.co.jp 

（書式は Word、フォントは明朝 10.5P英数字は半角でお願いします。） 

＊編集の都合上、レイアウト等一部変更させて頂くことがあります。ご了承ください。 

☆ ニュースに対するご意見、ご感想をお待ちしています。 

＜県士会ニュース編集委員会＞ 編集委員長：YICリハビリテーション大学校  石丸 拓也 

（TEL）0836-45-1000 （FAX）0836-45-1010  

それっちゃデジタル版 

mailto:ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com
http://www.y-ot.jp/
mailto:yot_news@hotmail.co.jp
https://y-ot.jp/members/newsletter/
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